
令和５年度 校内研修について（案） 

令和５年４月 18日 

広田中学校研究・研修担当 

 

１ 令和５年度の研究主題 

プレゼンテーション教育実践 

～「表現する力」を育む教育活動の実践にむけて～ 

 

２ 主題設定について 

（ア）生徒の実態 

本校の生徒は、比較的に落ち着いて学校生活を送ることができる生徒が多い。全国学力調査の質問項目より 

 質問項目 本校(％) 全国(％) 差(％) 

1 自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたか。 
５９．６ ６３．３ ３．７ 

2 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 ５５．１ ６７．１ １２．０ 

3 自分の違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 ７１．１ ７６．９ ５．８ 

項目１，２が低いことが、本校が「プレゼンテーション教育」に取り組む主な理由である。特に高校入試や入社試験

など多くの場面でプレゼンテーション力が問われる中、項目２が全国より１２％低いことは問題となる。 

最終的にはプレゼンテーションの目的の１つとなる項目３を次年度の全国学力調査では全国との差を少しでも縮

められるようにしたい。 

 

 （イ）学校教育目標及びめざす生徒像から 

〇学校教育目標 

我が広田を誇りに思う生徒の育成 

〇めざす生徒像 

○ひ  広く英知を求め、学ぶ生徒        （賢く） 

○ろ  労を惜しまず、他者に優しく接する生徒 （優しく） 

○た  耐える心を持ち、常に前進する生徒   （逞しく） 

 

（ウ）小中連携の視点から 

広田小・中学校の研究主題は「自分らしく表現できる児童・生徒の育成」としている。「表現できる」ために小学

校では発達段階に適した研究を行う。中学校では、その成果、まとめとなるように研究をしていく。本年度は共通

のテーマで行う１年目のため、経過を見ることはできないが９か年計画で目指す児童・生徒像を実現したい。 

 

(エ) 「表現できる生徒」の育成のために 

○読む力 （読解力向上～新聞の読み取り～） 

○かく力 （令和３年度 校内研修） 

○伝える力 （今年度：プレゼンテーション教育） 

 

 

 



３ 研究仮説 

プレゼンテーション教育により「伝える力」を育てれば、自分の考えを表現できる生徒が

育ち、学力向上にもつながるだろう。 

 

（ 研究のイメージ図 ） 

 

 

自分の考えを様々な手法をつかって表現できる生徒が育つ 

話す力 

○伝えるための話し方の工夫 
○人前で自分の考えを話すこ
とができる。 

など 

プレゼンテーション教育 

聞く力 

○話が充実すると自然と聞く
力もつく 

○理解できる力の向上 
など 

ICT活用力 

○スライドなど表現に必要な
アプリケーション活用 

○「ICTを使わない」選択肢 
など 

学級活動や授業など教育活動全般で

習慣づける必要がある 

研修や実践例から活用機会

を増やす必要がある 

これらを実践することで… 

 

学力向上 
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り
充
実
し
た
活
動
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４ 研究方法 

（１） 組織づくり 

 
※ 月に１度研究推進部会（研究主任・各部の主任）を行う。 

※ 各学年で、できるだけ３つの部会にわかれるように配慮をお願いします。 

(2) 年間計画（案） 

予定時期 校内研修 担当（案） 

４月上旬 

〇校内研修全体計画（案） 

〇小中連携について 

★校内研修 

「プレゼンテーションと発表の違いについて」 

「プレゼンテーション教育を実践するために必要なこと」 

全体による説明 → 各部での話し合い 

主任 

主任 

 

主任 

５月 
◇小中連携会議① 

〇〇エピペン研修 

 

養護教諭 

７月 
〇公開授業  

「 授業中でできるプレゼンテーション教育 」 

 

８月 

◇小中連携会議② 

〇Google for Education研修 

〇プレゼンテーション発表のテーマ決定 

主任 

（ICT） 

(学習) 

１１月 〇（文化発表会）プレゼンテーション発表  

１２月下旬 
〇校内研修 

「 プレゼンテーション発表における反省と今後の見通し 」 

 

１～２月 ◇小中連携会議③  

 

 

管理職 

研究主任 

短学活研究部 

主 任： 

副主任： 

１年：江口、堀切 

 

２年：名取、中尾 

 

３年：橋本、立石 

 

 

授業研究部 

主 任：亀谷 

副主任： 

１年：奥村、箱崎、奥谷 

 

２年：亀谷、中野 

 

３年：石隈、鶴﨑、大久保  

 

ICT研究部 

主 任：浦山 

副主任： 

１年：本山、草場、林田 

 

２年：田出、福田 

 

３年：吉永、浦山、馬場、 

加藤  

 



５ 研究授業計画 

授業日 授業者 教科 経年研修 備考 

 
中尾 沙南 

 
２年目研  

  

 浦山 大空  ３年目研  

 橋本 直樹  ３年目研  

 西山 広樹  ４年目研  

 亀谷 紗季  ６年目研  

 井手 雅裕  ７年目研  

 鶴﨑 拓也  ８年目研  

 平川 由佳  １０年目研 ※ 育児休業中 

※ 授業参観の視点として“伝える力“の実践場面を取り入れる。 

※ 同教科の職員が参観及び授業研究会（反省会）への参加ができる環境をつくる。 

※ 他学年・他教科の職員もできる限り参観し、互いの実践から学ぶ。 

※ １年間の中で、小・中の授業をそれぞれ１時間以上参観し、互いに学び合う姿勢を持つ。 

 

６ 検証 

① 仮説・検証からの分析 

② プレゼンテーション力の効果の分析 

※ 今後に向けての課題の提示 


